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例　言
1．本書は国立歴史民俗博物館　共同研究「歴史資料分析の多角化と総合化」1999～2002年度
　（総括研究代表者　今村峯雄）の報告である。この研究は，特定研究「生産と利用に関する歴史
資料の多角的分析」1996～1998年度（研究代表者　益田宗・杉山晋作）を第1期とし，基幹研
究「生産と利用に関する歴史資料分析研究の集約」1999～2000年度（研究代表者　今村峯・雄）
　を第n期とする。
2．本書の編集は，第1部を西本豊弘，第2部を杉山晋作がおこなった。また編集作業は小林園子
氏（西本豊弘研究室）の御協力を得，さらに英訳の一部は姉崎智子氏（日本学術振興会特別研究
員）の御協力を賜った。
3．第1部は縄文土器分科会の分担者および協力者による関東地方・中部地方の縄文時代中期土器
の分析および研究成果を掲載し，第2部は埴輪分科会による猿田n遺跡（群馬県藤岡市上落合・
白石に所在，1997年2月3日～3月5日・1997年7月25日～9月13日調査）における埴輪製
作遺跡の発掘調査報告を掲載している。
4．縄文土器の分析においては，分析資料の提供，および研究会の会場の提供など多くの機関・個
人に御協力を賜った。以下に芳名を記し，感謝の意を表する次第である。（順不同，敬称略。）
＊諸機関
財団法人長野県埋蔵文化財センター，財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団，財団法人とちぎ生
涯学習文化財団埋蔵文化財センター，東京学芸大学保存科学研究室・文化財科学研究室，佐久市
教育委員会，御代田町教育委員会，赤城村教育委員会，北橘村教育委員会，富士見村教育委員会，
津南町教育委員会，宮城村教育委員会
＊個　人
堤隆・小山岳夫（長野県御代田町教育委員会），柳沢亮（財団法人　長野県埋蔵文化財センタ
　ー），小林修（赤城村教育委員会），小林真寿（佐久市教育委員会），長谷川福次（北橘村教育委
　員会），福田貴之（富士見村教育委員会），佐藤雅一（津南町教育委員会），合田恵美子・江原英
　（財団法人　とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター），細野高伯（宮城村教育委員会）
5．猿田H遺跡の発掘調査に際しては，多くの機関・個人に御協力を賜わった。以下に芳名を記し，
感謝の意を表する次第である。（順不同，敬称略。）
＊諸機関
藤岡市教育委員会，群馬県教育委員会，山武考古学研究所
＊個　人
大塚初重（山梨県立考古博物館）・梅澤重昭（群馬大学）・設楽博己・西谷大・藤尾慎一郎
　（以上，国立歴史民俗博物館）・車崎正彦（早稲田大学）・志村哲（藤岡市教育委員会）・山崎
武（鴻巣市教育委員会）・加部二生（新里村教育委員会）・杉山秀宏（群馬県立太田女子高
校）・前沢和之（横浜市歴史博物館）・亀井宏行（東京工業大学）・岡内三眞（早稲田大学文学
部）・井上裕一（早稲田大学）・余語琢磨（早稲田大学人間科学部）・風間栄一（長野市教育委
員会），折茂忠義・木村次郎・木村六末・高橋正美・多胡與四郎・萩原馨・堀越克美・堀越
豊・堀越松衛・平井徳広・堀越竹次・木村ひろ・宮沢明・荻原幸子（以上，地元）
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